
中世の日本 ユーラシアの動きと武士の政治の展開                                                                     

福井県文書館 学校向けアーカイブズガイド 
1577 年（天正 5）「（柴田勝家知行宛行状）」片岡五郎兵衛家文書（当館寄託） 

戦国武将から家臣への書状 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説・福井とのかかわり 

越前の戦国大名朝倉義景
あ さ く ら よ し か げ

は、1570（元亀元）～73 年（天正元）にかけて織田

信長と対立し、何度も戦いを繰り広げました。特に信長をあと一歩のところま

で追い詰めたのが、1570 年 11 月に近江国堅
か た

田
だ

において行われた戦いでした。 

朝倉氏滅亡後、越前国の支配を任されたのが信長の重臣・柴田
し ば た

勝家
か つ い え

です。「鬼

柴田」という異名を持ち、武勇に秀でた武将として知られていますが、近年で

は検地や家臣団の編成など、その統治手腕についても注目されています。 

この解説シートでは、朝倉義景と柴田勝家という 2 人の戦国武将から、家臣

にあてて送られた書状を紹介します。 

現代語訳 

【資料 A】 

先月二十六日の近江国堅田の搦
からめ

手
て

口
ぐ ち

の合戦の際、敵の首を一つ討ち取ったことは、忠節

を尽くし殊勝なことである。さらに軍功をたてられるよう励みなさい、以上。 

（元亀元年）十二月十三日（義景花押） 

             新
し

開
びらき

源七殿 

【資料 B】 

知行分二百石のことは、重ねて朱印状の通り、王
お う

見
み

郷
ご う

宮森村で検地をした上で、田畑員

数に相当する分を領知しなさい。ただし山林野川などは諸給人並とすること、以上。 

天正五年 四月七日 勝家（花押） 

           新開一衛門尉殿 

資料の注目ポイント 

資料 A は朝倉義景が堅田における信長との合戦後、家臣の新
し

開
びらき

源
げ ん

七
し ち

に対して

送った感状です。感状とは、合戦に参加した武将の手柄を賞して出される文書

のことで、これは戦功の証明書ともいえるものでした。 

資料 B は柴田勝家が家臣の新
し

開
びらき

一
い ち

衛
え

門
もんの

尉
じょう

に与えた知
ち

行
ぎょう

宛
あ て

行
が い

状
じょう

です。知行宛行

状とは、主君から家臣に与えた所領の権利を保証した文書のことです。注目す

べきは資料に「以検地上…」と書かれている部分で、既にこの時代から検地に

よって石高（この場合は 200 石）を確定していたことが読み取れます。 

資料 A と B により、新開氏は朝倉義景から柴田勝家（正確には織田信長）

と、時代の変化に応じて主君を代えて仕えていたことがわかります。なお、新

開氏の子孫は江戸時代になると代々片岡五郎兵衛を名乗り、合
ご う

谷村
た に む ら

（現・福井

市合谷町）周辺の村々を統轄する大庄屋を務めたとされています（詳細はデジ

タルアーカイブ福井の資料群情報を参照）。 

1570 年（元亀元）「（朝倉義景感状）」片岡五郎兵衛家文書（当館寄託） 
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関連資料、展示等 

名称 概要 備考 

資料群情報 

片岡五郎兵衛家文書 

片岡五郎兵衛家文書（当館寄託） 

資料群番号 A0027 

デジタルアーカイブ福井で組織歴および履歴、資料群の概要など公開。 

 https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=010-290027-0 

「（朝倉義景感状）」 
片岡五郎兵衛家文書（当館寄託） 

資料番号 A0027-00008 

デジタルアーカイブ福井で目録情報公開（画像は福井県文書館内で閲覧可能）。 

 https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-302615-0 

「（柴田勝家知行宛行状）」 
片岡五郎兵衛家文書（当館寄託） 

資料番号 A0027-00003 

デジタルアーカイブ福井で目録情報公開（画像は福井県文書館内で閲覧可能）。 

 https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-302611-0 

福井県文書館月替展示 

「ゲームとつながる福井の歴史～刀剣と城～」 

平成 29年 9月 29日（金）～11月 23日（木）  

「（朝倉義景感状）」「（柴田勝家知

行宛行状）」を展示。 

当館WEBで公開中。 

 https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/08/m-exhbt/20171011AM/20171011.html 

福井県文書館企画展示 

「授業にでてくる ふくいの史料」 

平成 20年 7月 25日（金）～ 9月 23日（火） 

「（朝倉義景感状）」「（柴田勝家知

行宛行状）」を展示。 

当館WEBで公開中。 

 https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/08/2008exhb/2008exhb00.html 

 

参考文献等 

 ・『福井県史 資料編 3 中・近世一』（福井県、1982 年） 

 ・『福井県史 通史編 2 中世』（福井県、1994 年） 

 ・『ふくいミュージアム』No.67（福井県立歴史博物館、2023 年） 
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